
く
に
み

㈲

農

繁

期

の

つ

か

れ

と

栄

養

に

気

を

付

け

ま

し

よ

う
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お
じ
い
さ
ん

お
は
あ
さ
ん

に

朗
報
…
…
老
令
福
祉
年
金

身
体
障
害
者
・
母
子
家
庭
に

も

国民年金法
社
会
保
障
制
度
の

総
仕
上
げ
と
も
い

う
べ
き
「
国
民
年

金
法
」

が
成
立
し

て
、
来

る
十
一
月

一
日
か
ら
無
拠
出

の
福
祉
年
金
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
つ
い
て

は
左
記
該
当
者
は

も
れ
な
く
請
求
手

続
き
を
す

る
よ
う

町
役
場
で
は
望
ん

で
い
る
。

一
、
老
令
福
祉
年
金

１２

、

本

年

十

一

月

一

日

現

在

で

満

七

十

才

以

上

（

明

治
2
2
年

１１
一
月

１

日

以

前

に

生

ま

れ

た

者

）
の

日

本

国

民

に

月

額

一

、

〇

〇

〇

円

支

給

さ

れ

る

。

、

明

治
2
2
年
1
1
月

２

日

か

ら

明

治
4
4
年

３

月
3
1
日

ま

で

の

間

に

生

ま

れ

た

者

は

七

十

才

に

達

し

た

と

き

に

請

求

す

る
ｏ

二
、
障
害
福
祉
年

金

身
体
障
害
者（
両
腕
、
総
て
の
指

又
は
両
足
を
失
っ
た
程
度
）
で

二
十
才
以
上
の
者
に
月
額
一
、

五
〇
〇
円
支
給
さ
れ
る
。

三
、
母
子
福
祉
年
金

夫
と
死
別
し
、
義
務
教
育
終
了

前
の
子
の
い
る
母
子
世
帯
で
、

二
十
五
才
以
上
の
子
の
い
な
い

世
帯
に
月
額
一
、
〇
〇
〇
円
（
第

二
子
以

降

月

額

二
〇
〇
円
加

算
）
支
給
さ
れ
る
。

な
お
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一

日
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
受
給
権
者

と
な
る
方

に
は
そ
の
翌

月
か
ら

支
給
さ
れ

る
。

以
上
の
方
で
も
い
ろ
い
ろ
の
条

件
で
支
給
を
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
詳
し
い
こ
と
は
役

筒
の
係
で
お
き
き
願
い
た
い
。

役
場
に
お
出
か
け
の
と
き
は
、

印
鑑
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
、
恩
給
等
公
的
年
金
の
受
給

者
は
そ
の
証
書
を
お
持
ち
下
さ

い
。

請
求
手
続
を
す
る
と
き
必
要
な

書
類

’

Ｉ
、
老
令
福
祉
年
金
…
…
一
尸
籍

抄
本
一
、
住
民
票
謄
本
一
、

福
祉
年
金
所
得
状
況
届

２
、
障
害
福
祉
年
金
…
…
同
前

３
、
母
子
福
祉
年
金
…
…
夫
の

．死
亡
事
項
記
載
あ
る
戸
籍
謄

本
、
住
民

票
謄
本
ッ

福
祉
年

金
所
得
状
況
届
　
　
　

△

○
福
祉
年
金
支
払
は
明
年
三
月
に

（

十

一

月

か

ら

Ｉ一｛

月

ま

で

四

ヶ

月

分

｝

郵

便

局

の

窓

口

で

支

払

わ

れ

る

。（
厚
生
課
で
調
査
）

当

町
内

の
教
育

状
勢

教
育
長
　

春
　

日
　

佑
　

幸

新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る

と
い
ろ
い
ろ
と
日
教
組
の
う
ご

き
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
国
見
町
内
の
先
生
方
に
は
そ

の
よ
う
な
う
ず
に
ま
き
こ
ま
れ

て
い
る
お
方
は
一
人
も
な
く
、

み
な
熱
心
に
私
と
も
の
子
女

の

教
育

に
努
力
し
て
い
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

私
ど
も
は
先
生
方
の
こ
の
崇

高
な
教
育
愛
を
感
謝
す
る
と
と

も
に
今
後
も
教
育

に
つ
い
て
研

修
を
つ
み
協
力
し
て
生
徒
児
童

の
将
来
に
希
望

を
も
た
せ
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

3
4年
度
馬
鈴
薯
競
技
会
成
績

国
見
町
農
業
改
良
推
進
員
会
は
町

役
場
と
共
催
で
馬
鈴
薯
の
増
産
競

技
会
を
や
り
、
先
日
審
査
の
結
果

そ
の
成
績
が
発
表
さ
れ
た
。
睛
の

入
賞
者
次
の
通
り
。

一
等

石
川
　

暢
男

森
　

山

二
等

八
島
　

健
一

高
　

城

仝
　

佐
藤
　

直
哉

徳
　

江
．

仝
　

大
波
　

幸
治

仝

三
等

徳
江
源
重
郎

仝

仝
　

佐
藤
　

英
治

西
大
枝

仝
　

菊
地
　

弁
治

仝

仝
　

佐
藤
　

正
夫

川
　

内

仝
　

熊
坂
　

正
一
　
内
　

谷

仝
　

渋
谷
　

一
面

光
明
寺

仝
　

近
野
　

敏
正

森
　

山

仝
　

八
巻
　

秀
雄

徳
　

江

仝
　

佐

久
間
善
太

塚
野
目

仝
　

太
田
　

重
吉

徳
　

江

皇居勤労奉仕

お母さん元気で帰る

去
る
四

日
朝
出
発
し
た
藤
田
婦
人

会
の
皇
居
勤
労
奉
仕
隊
五
十
余
人

は
、
無
事
そ
の
大
任
を
は
た
し
て

十
日
朝
八
時
の
汽
車
で
、
元

気
に

帰
っ
て
来
た
。
一
行
は
五
日
か
ら

八
日
ま
で
四
日
間
、
皇
居
内
や
大

宮
御
所
で
勤
労
奉
仕
を
し
、
九
日

に
は
朝
か
ら
江
の
島
、
鎌
倉
、
横

浜
方
面

の
見
学
を
し
、
殊
に
八
日

に
は
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
と
き

わ
め
て
ま
近
に
お
目
に
か
か
り

、

そ
の
感
激
は
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
も

の
が
あ
っ
た
。

こ
の
記
事
は
次
号
に
掲
載
す

る

予
定
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
記

念
写
真
を
の
せ
る
。

自
動
車
等
は
新

番
号
標
に
と
り

か
え
て
下

さ
い

昭
和
3
0年
８
月
3
1
日
ま
で
に
交
付

を
う
け
た
旧
自
動
車
登
録
番
号
や

同
年
６
月
3
0
日
ま
で
に
交
付
を
う

け
た
小
型
二
輪
及

び
軽
自
動

車
の

旧
車
両
番
号
標

は

明
3
5年
６

月
3
0日
ま
で
に
全
面
的

に
新
番
号
標
（
ひ
ら
が
な
文
字
の

表
示
あ
る
も
の
）
に
更
新
し
て
下

さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
町
税
務

課
で
お
き
き
下
さ
い
。

（

税

務

課

）

映
写
機
購
入

本
決
り

「
北
辰
」
二
十
六
万
円

昨
年
以

来
皆
様
の
非
常
な
る
御
配

慮
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

映
写
機
購
入
の
件
に
つ
き
ま
し
て

数
次
に
わ
た
る
研
究
会
や
試
写
会

に
よ
っ
て
検
討
し
ま
し
た
結
果
、

福
島
市
ス
タ
ー
電
機
商
会
よ
り
。

「
北
辰
」
を
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
取
敢
え
ず
紙
上
を

も
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

渮
購
入
し
ま
し
た
な
ら
、
披
露
行

事
や
操
作
技
術
の
講
習
会
、
運
営

打
合
会
を
開
き
、
広
く
、
永
く
皆

様

に
御
利
用
い
た
だ
く

よ
う
っ
と

め
る
っ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

吾
妻
登
山
の
記
（

そ

の
二
）

七
月
二
十
六
日

六
時
出
発
と
い
う
の
に
四
時
頃

ご
そ
ご
そ
お
き
出
す
。
朝
の
冷
気

が
心
持
よ
く
肌

を
さ
す
。
山
の
朝

は
早
い
。
も
う
小
屋
は
炊
煙
で

Ｉ

ぱ
い
だ
。
腹
が
鳴
る
。
コ
ソ
デ

シ

ョ
ｙ
は
上
上
だ
。
空
が
あ
か
ね
色

に
輝
き
だ
す
と
、
山
の
樹
も
、
小

屋
も
、
小
屋
の
け
む
り
も
み
な
あ

か
ね
色

に
輝
く
。・
見
渡
す
限
り
の

雲
海
か
ら
大
き
な
黄
金
の
陽
が
の

ぼ
る
。
今
日
も
天
気
が
よ
い
ぞ
。

元
気
に
出
発
、
ガ
ソ
ち
ゃ
ん
坂

を
越
す
と
も
う
五
色
沼
だ
。
昨
冬

示
道
標
を
修
理
中
ガ
ソ
ち
ゃ
ん
坂

附
近
で
ナ
ダ
レ
に
あ
い
遭
難
し
た

吾
妻
山
の
会
員
佐
藤
信
雄
君
の
遭

難
碑
に
一
同
暝
目
、
そ
の
霊
を
な

ぐ
さ
め
る
。

一
切
経
の
頂
上
に
立
つ
と
さ
す

が
に
高
山
だ

。
陽
は
キ
ラ

キ
ラ
光

る
の
に
吹
く
風
は
寒
い
。
雲
海
の

孤
島
の
よ
う
に
蔵
王
連
峰
が
見
え

る
。
西
吾
妻

の
か
な
た
に
は
飯
豊

の
山
山
、
今
日
は
磐
梯
も
そ
の
全

容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
頂
上
で

記
念
写
真
、
女
性
モ
デ
ル
は
大
繁

昌
だ
。
噴
煙

を
眺
め
な
が
ら
下
る
。

ヤ
マ
ッ
バ
メ
が
さ
か
ん
に
飛
び
交

う
。
小
富
士

に
登
り
、
火
口
を
廻

っ
て
桶
沼
に
向
う
。

「
五
日
ふ
り
し
雨

瞶
る
る
ら
し

山
腹
に
吾
妻
の
さ
ぎ
り
天
の
ぼ

り
見
ゆ
」

斉

藤

茂

吉

の

ｆ

碑

の

立

っ

ふ

も

と

一「

―

を
、
バ
ス
が
土
煙
り
を
立
て
て
疾

走
し
、
（

イ
ヒ
ー
ル
の
女
性
が
こ

の
歌
碑
の
前
で

ビ
ー
ル
で
乾
杯
す

る
日
も
間
近
か
だ
ろ
う
．
（

イ
カ

―
は
西
吾
妻
に
で
も
逃
避
せ
ね
ば

な

る
ま
い
。
吾
妻
も
変
っ
た
も
の

だ
。吾

妻
小
屋
か
ら
兎
平

、
そ
し
て

鳥
子
平
へ
、
こ
の
辺
は
工
事
の
最

中
で
、
小
鳥
の
声
な
ら
ぬ
（

ツ
パ

を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ソ
が
け
た
た

ま
し
い
。
景
場
平
で
昼

食
、
高
山

に
は
霎
が
押
し
て
来
た
。
ギ
ソ
ジ

ヨ
ウ
草
が
咲
い
て
い
る
。
ユ
ウ
レ

イ
の
よ
う
な
白
い
茎
？
白
い
葉
？

白
い
花
？
ち
よ
っ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
花
だ
。

景
場
平
か
ら
幕
の
湯
ま
で
の
下

り
を
一
気
に
下
り
、
野
地
は
も
う

す
ぐ
だ
。

「
山
よ
さ
よ
な
ら
ご
き
げ
ん
よ

ろ
し
ゆ
う
Ｏ
又
来
る
と
き
に
亀

笑
っ
て
お
く
れ
。
」

（
野
村
和
夫
記

）

一五
年
目
の
結
核
検
診

十

月

一

日
か
ら
…
…
藤
田
、
小
坂
、
大
枝

无
二
月
一
日
か
ら
…
…
大

木

戸
、
森

江

野

今
か
ら
五
年
前
、
公
民
舘
を
は
じ

め
町
内
各
種
団

体
の
総
意
に
も
ｙ

ず
き
、
新
生
活
運
動
の
一
環
と
Ｌ

て
、
国
見
町
結
核
撲
滅
運
動
を
屐

開
し
て
か
ら
丁
度
五
年
目
を
迎
々

ま
し
た
。
第
一
期
五
ヶ
年
計
画
を

目
標

に
堅
い
申
合
せ
と
、
皆
さ
ま

方
の
御
協
力
を
頂
き
、
一
般
住
民

の
徹
底
し
た
健
康
診
断
を
す
す

め

て
湟
い
り
ま
し
た
結
果
、
患
者

の

発
見
数
も
、
三
十
年
七
六
名
、
三

十
一
年
二
二
名
、
三
十
一
一
年
一
三

名

、
昨
年
度
は
わ
ず
が
六
名

と
い

う
よ
う
に
年
毎
に
減
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
ご
て
し
て
こ
れ
ら
の
患
者

の
う
ち
、
完
全
に
な
お
っ
だ
方
が

三
七
名

、
医
者
に
か
か
ら
な
く
と

も
よ
く
な
っ
た
要
注
意
者
が
四
八

名
、
計

八
五
名
で
、
転
出
や
死
亡

を
除
い
た
残
り
が
三
十
四
、
五
名

と
な
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
本
年

度
の
新
発
見
・患

者
さ
ん
は
二
、
三

名
位
で
し
ょ
う
。
つ
き
ま
し
て
は

本
年
度
の
検
診
こ
そ
は
、
第
一
期

五
ヶ
年
計
画
の
最
終
の
締
め
く
く

り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
是

非
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今

か
ら
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
尤
屯

結
核
予
防
法
と
町
灸
例

に
も
と
ず

く
こ
の
事
業
は
、
来
年
以
降
も
っ

づ
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
病
気

や
出
稼
ぎ
そ
の
他
一
度
も
検
診
し

な
か
っ
た
、
ご
く
少
数
の
力
々
も

今
年
こ
そ
は
必
ず
受
検
さ
れ
る
よ

り
切
望

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
国
見
町
の
健
康

で
明
。る
い

町
作
り
へ
の
町
住
民
共
同
の
責
務

で
ご
ざ
い
ま
す
。
　

（
厚
生
課
）

「
た
ば
こ
は
町
内

小

売
店

か

ら

」

愛
煙
家
の
皆
様
に

お
願
い
…
…

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
「
た
ば

こ
消
費
税
」

が
創
設
さ
れ
て
か
ら

六
年
目
、
当
町
に
専
売
公
社
か
ら

納
入
さ
れ
る
「
た
ば
こ
消
費
税
」

は
、
昭
和
三
十
三
年
度

に
お
い
て

百
九
十
五
万
一
千
円

、
税
収
入
総

額
の
九
八
－

セ
ン
ト
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
は
自
転
車
荷
車
税
の
廃

止
の
代
り
に
「
た
ば
こ
消
費
税
」

の
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
、
町
の
小

売
店
で
販
売
し
た
金
額
の
十

ニ
パ

ー
セ
ン
ト
が
専
売
公
社
か
ら
町
に

納
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
愛
煙
家
の
皆
様
が
お
す
い

に
な
る
分
全
部
を
町
内
の
小
売
店

か
ら
お
求
め
に
な
る
と
す
れ
ば
。

た
ば
こ
消
費
税
の
収
入
は
も
っ
と

増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
皆
様

の
日
常
の
心
づ
か
い
で
町
の
収
入

を
増
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
、
是

非
御
協
力

の
程
を
お
願
い
し
た
い

と
税
務
課
で
は
希
望
し
て
い
ろ
。

た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
皆
さ
ん

が
納
め
る
税
は
一
つ
に
つ
き

バ
ッ

ト
　

三
円
三
〇
銭

し
ん
せ
い
四
円
四
〇
銭

ヒ
ー
ス
　

四
円
四
〇
銭

み
の
り
　

四
円
九
五
銭

き
き
よ
う
六
円
六
〇
銭

と
な
り
ま
す

。
お
た
が
い
わ
が

町

の
経
済
協
力
の
た
め
、
必
ず

町
の
小
売
店
か
ら
買
い
ま
し
よ

九

月
十
五

目

と

し

よ
り

の
日

に
敬
老
年
金

9
2人
（
8
0
才
以

上
）
に

五
〇
〇

円
づ

Ｘ

昨

年

か

ら

始

め

ら

れ

た

わ

が

国

見

町

の

敬

老

年

金

は

こ

と

し

も

九

二

名

の

高

令

者

に

五

〇

〇

円

づ

つ

贈

ら

れ

た

。

府

県

か

ら

は
8
8
才

以

上

の

高

令

者

に

三

〇

〇

〇

円

づ

つ

隴

ら

れ

た

が

そ

の

氏

名

次

の

通

り
（

住

所
・
生

年

）

玉

手
　

タ
ツ（
西
大
枝
・
慶
三
）

鈴
木
　

直
古
（
川
内
・
圉
二
）

桜
沢
　

チ
ョ（
高
城

こ
兀
元
）

松
浦
　

コ
マ（
大
木

戸
・
明
元

）

徳
江
　

み
な
（
森
山
・
慶
元

）

鴨
田
　

太
記
（
内
谷
・
明
三
）
ヽ

赤
坂
　

ロ
ク（

″
　
・
慶
三
）

佐
野
久
右
工
門
－
徳
江
・
明
三

）

高
橋
幸
之
助
（
山
崎
・
慶
三
）

み
ち
の
く
の
旅

（ １ ）

日

朝

の

盛

岡

八
月
二
十
八
日
、
朝
四
時
四
十
五

分
、
あ
こ
が
れ
の
盛
岡
に
着
く
。

待
台
室
で
朝
食
を
と
る
ほ
ど
に
、

や
が
て
岩
手

中
央
観
光
バ
气

ブ

ル
ー
リ
ボ
ン
号
が
く
る
。
中
津
川

の
橋
を
渡
り
市
内
目
抜
通
り
に
差

か
か
る
。
か
す

か
な
興
奮

を
覚
え

な
が
ら

ガ
イ
ド
の
声
に
耳
を
傾
げ

る
。
ま
も
な
く

車
窓
左
手

に
、
石

川
啄
木
が
若
き
日
学
ん
だ
盛
岡
中

学
が
見
え
ろ
。
続
い
て
内
亢
裁
判

所
庭
前
に
あ
る
天
然
記
念
物
「
石

割
胼
」
を
見
る
、圸

表
高
さ

气
や

び

の
花
崗
岩
を
割
っ
て
生
育
し
で

い
る
老
木

で
あ
る
。
彼
力
に
は
二

五
〇
〇
人

を
収
容
で
き
る
高
さ
二

十
五
び
の
高
塔
県
会
議
事
堂
や
県

立
図
書
舘
な
ど
、
日
太
こ

の
大
県

だ
け
に
少
壮
な
建
物
が
多
い
。

岩
手
県
は
沐
州
の
十
四
分
の
一
、

四
川
四
県
の
面
積

に
匹
敵
す
る
広

さ
を
有
す
る
。
観
光
の
面
で
も
、

農
林

畜
産
業
、
金
属
絋
山
槊
の
面

で
も
全
国
一
を
誇
っ
て
い
る
。
も

し
そ
れ
人
物
の
面
に
な
る
と
、
石

川
啄
木
、
宮
沢
賢
治
、
新
苣

尸
稲

造
、
田
中
舘
愛
橘
、
佐
藤
昇
介
、

原
敬
、
斎
藤
実
、
後
藤
新
平

、
田

子
一
民
、
郷
古
潔
等
多
士
済
々
で

あ
る
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
真
に
岩
手
県
は
、
偉

人
輩
出
の
温
床
で
あ
る
。

ま
も
な
く
バ
ス
は
盛
岡
城
址
に
つ

く
。
天
正
十
九
年
浅
野
長
政
の
勧

請
に
よ
り
、
十
余
年
の
歳
月
を
要

し
て
築
い
た
旧
南
部
藩

城
址
も
今

は
只
石
垣
の
み
、
展
望
台
よ
り
見

お
ろ
す
森
の
都
、
盛
岡
の
朝
景
色

。

六
時
を
知
ら
せ
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
の

メ

乙
ア
ー
。
ま
こ
と
盛
岡
は
詩
の

都
で
あ
る
。
　
　
　

（
つ
づ
く
）

（

村

上

光

芳

記

）



点
数
制
を
や
め

和
や
か
な
体
育
祭
典
へ

第６回町民体育大会
１０月４日……県北中で

町
村
合
併

と
共

に
発

足
し
た
本

大
会

は
、

名
実
共

に

わ
れ
ら
の

ス
ポ
ー
ツ

と
レ
ク
リ

Ｉ
Ｉ

シ
ョ

ソ
の
祭
典

と
し
て
町

民
に
し
た

し
ま
れ
、

年
ご
と
に

そ
の
参
加

者
を
増
し

他
町
村
か

ら
も
注
目

さ
陟
て
ぃ

る
。
こ
と
し
は
、
更
に
そ
の
趣
旨

を
徹
底
し
、
各
種
団
体
や
各
地
区

の
創
意
工
夫
と
積
極
的
参
加
を
歓

迎
す
る
た
め
、
何
回
が
の
協
議
会

を
開
き
、
思
い
き
っ

だ
改
革
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

φ
会
場
は
系
北
中
で

年
年
盛
大
に
な
っ

た
こ
の
大
会

は

茴
田

小
学
校
の
運
動
場
で
は
せ
ま

く
な
Ｊ

、
学
校
の
教
材
回
そ
の
他

の
大
切
な
施
設
を
ご
わ
し
て
し
ま

ペ
ノ
心
配
も

あ
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し

た
と
こ
ろ
で
ゆ
う
ゆ
う
と
し
て
や

る
こ
と
に
な
っ
た
。

φ
時

は
十

月
四

日
（

日
）

藤
田
の
祭
礼
と
森
江
野
方
面
の
養

蚕
で
難
航
し
た
が
、
決
局
養
蚕
家

が
大
乗
的
に
ゆ
ず
っ
て
四
日
と
決

定
、雨
天
の
除
は
十
一
日

と
す
る
。

◇
採
点
制
の
廃
止

対
抗
意
識
を
高
め
、
体
育
へ
の
関

心
を
詼
め
る
た
め
に
優
勝
杯
（
昨

年
か
ら
楯
）
を
懸
け
て
あ
っ
た
が

反
面
、
身
体
的
、
精
神
的
な
弊
害

も
み
と
め
ら
れ
た
の
で
こ
れ
を
や

め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
が
た
め
、
参
加
者
の
競
争
意
欲

や
町
民
の
興
味
関
心
を
減
退
し
な

い
よ
う
他
の
面
で
十
分
工
夫
し
て

あ
る
。

◇
種
目
は
大
衆
的
に

体
育
大
会
と
い
う
と
、
と
か
く
選

手
競
争
か
一
部

体
育
愛
好
者
だ
け

の
も
の
に
な
り
や
す
い
が
、
わ
が

町
の
大
会
は
そ

の
名
の
示
す
通
り

町
民
み
ん
な
の
レ
ク
ダ

ダ
ー
シ
ョ

ソ
の
会
で
あ
る
。
誰
が
見
て
も
お

も
し
ろ
く
、
や
れ
ば
な
お
お
屯
し

ろ
い
。
そ
し
て
町
民
で
あ
る
か
ぎ

り
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
ほ
ん
と

う
に
わ
れ
わ
れ
の
大
会
で

あ
り
ま

す
。◇

み
ん
な
が
ま
ざ
る

一

般
競

技

○
五
十
メ
ー
ト
ル
走
　
　

’

男
四
十
以
上
女
三
十
以
上
の
人

○
百
メ
‘’
ト
ル
走

右
以
下

の
人

○
千
五
百
メ
ー
ト
ル
走

○
輪
廻
し

○
お
し

ど
り
競
争

札
合
せ
二
人
ヨ
脚
で
す

○
親
子
競
走

子

は
小
学
生
と
し
、
実
親
子
で

あ
る
こ
と

○
両
手
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス

○
支
度
競
走
（

消
防
団
）

○
フ
フ
ソ
ソ
（
青
年
団
）

φ
お
も
し
ろ
い

リ

レ

ー

レ

ー

ス

○
議
会
の
常
任
委
員
会
リ
レ
ー

○
青
年
男
り
二
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ

０
青
年
女

の
八
百
メ
ー
ト
ル
ジ
レ

Ｕ
部
落
会
対
抗
六
百
リ
レ
丁
二

・

一
部
落
男
四
人
女
二
人

○
職
場
対
抗
四
百
リ
レ
ー

一
チ
ー
ム
男
三
人
女
一
人

φ
団
体
競
技
は
方
部

対
抗
と
紅
白
対
抗

の
二
本
建
て

力
罌
対
抖
と
し
て

○
青
年
女
の

ボ
ー
ル
運
び

○
婦
人
会
の
玉
入
れ

○
消
防
団
の
水
勢
競
争

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

ボ
ー
ル
送
り

○
総
合
綱
引

紅
白
対
抗
と
し
て

○
青
年
男
女
で
鈴
割
り
と
五
人
二

脚
リ
レ
ー

○
婦
人
会
は
球
こ
ろ
が
し

○
商
工
会
は
だ
る
ま
運
び

◇
大
会
の
華
は
各
種
演
技

Ｃ

青
年
団
の
ダ
ン
ス

○
婦
人
会
の
民
踊

鶴
亀
音
頭
、
南
国
土
佐
を
後
に

し
て

○
青
年
団
と
婦
人
会
で
民
踊

新
潟
甚
句

○
消
防
団
で
は
ポ
ン
プ
操
法

○
剣
友
会
は
野
試
合

尚
各
地
区
独
自
の
出

し
物
も
あ
る

の
で
他
の
大
会
に
は
み
ら
れ
な
い

お

も

し

ろ

さ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
森
江
野
地
区
か
ら
は
早
く
も

「
親
子
豊
年
踊
り
」
の
出
演
が
申

出

ら
れ
て
い
る
。

φ
申
込
に
つ
い
て

団

体
関
係
の
も
の
は
す

べ
て
そ
の

団
体
長
が
ま
と
め
る
（
単
位
団
長

か
ら
連
合
団
長
へ
）

そ
の
他
の
種

目
は
学
校
長
が
ま
と

め
る
。

波
紋
は
広
が
る

大
枝
の
よ
い
子

た
ち

夏

休

中

の

子

供

の

奉

仕

活

動

が

部

落

の

人

た

ち

を

感

激

さ

せ

、

地

域

民

の

奮

起

乙

促

し

た

心

あ

た

た

ま

る

美

談

を

紹

介

し

ま

す

。

大

枝

小

学

校

六

年

生

の

鈴

木

節

子

、

玉

手

八

重

子

、

五

年

生

。の

玉

手

京

子

、

玉

手

和

歌

子

さ

ん

ら

四

名

が

、

た

ま

た

ま

遊

ん

で

い

た

竹

の

内

部

落

公

民

舘

の

壁

が

、

大

へ

ん

こ

わ

れ

て

い

る

こ

と

に

気

が

っ

い

た

。

そ

こ

で

こ

の

壁

は

り

を

や

ろ

う

と

た

ち

ま

ち

相

談

が

ま

と

ま

り

、

家

人

に

話

し

て

翌

日

、

新

聞

紙

や

の

り

を

持

寄

り

、

午

前

中

か

か

っ

て

Ｉ
生

け

ん

め

い

ぞ

っ

た

結

果

、・

さ

し

も

汚

な

か

っ

た

壁

も

み

ご

と

き

れ

い

に

で

き

上

っ

だ

。・
‘ そ

の
後
も
時
時
掃
除
を
し
た
り
、
手

入
れ
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
見
ち

が
え
る
ば
か
り
に
な
っ
た
集
会
所

の
姿
を
見
た
部
瀋
の
人
た
ち
は
、

お
ぶ
っ
た
子
に
道
を
お
し
え
ら
れ

た
と
み
ん
な
で
感
謝
し
て
い
る
。

こ

の
さ
さ
や
か
な
奉
仕
活
動
ぶ

全
校
の
話
題
と
な
り
、
波
紋
は
汝

か
ら
次
と
広
が
っ
て
、
今
や
各
揺

り
奉
仕
活
動

が
全
地
域

に
わ
た
っ

て
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

修学旅行記
(一)

半　 沢　　　博

箱
根
（

夜
の
と
ば
り
の
明

け
そ
め
た
四
時
三
十

分
、
上
野
に
着
く
。

荷
物
の
一
部
を
宝
ホ

テ

ル
の
人
に
預
け
て

す
ぐ
東
京
駅
へ
行
き

小
田
原
行

を
待
つ
。

そ
の
間
洗
面
を
乙

た

り
、
第
二
日
目
の
準

備
を
と
と
の
え
る
。

心
配
し
た
天
気
は
先

ず
上
の
部
。
晴
れ
た

窓
に
亰
浜
圸
区

を
眺

め
な
が
ら
ス

ー
ス
ー

弁
で
人
気
を
摶
す
？

横
浜
、
藤
沢
、
国
府
津
を
過
ぎ
、

八
時
十
二
分
小
田
原
着
。
駅
前
に

は
貸
切
バ
ス
が
待
っ
て
い
た
。
光

明
寺
出
身
の
桜
沢
さ
ん
が
友
人
と

二
人
、
案
内
か
た
が
た
参
加
、
総

勢
三
十
人
足
ら
ず
で
大
型
の
パ
ス

貸
切
り
、
ち
よ
っ
と
豪
勢
な
感
じ

。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
挨
拶
が
あ
り
九

時
発
車
オ
ー
ラ
イ
。

戦
国
時
代
、
名
も
な
い
一
野
武

士
か
ら
関
東
の
大
半
を
領
有
す
る

ま
で
に
な
っ
た
一
代
の
風
雲
児
、

北
条
旱
雲
の
居
城
、
小
田
原
城
趾

を
右
に
見
て
、
車
は
一
路
箱
根
を

目
ざ
す
。
湯
本
、
塔
の
沢
と
進
む

に
し
た
が
い
道
は
い
よ
い
よ
け
わ

し
く

、
早
川

の
渓
流
は
千
仞
の
谷

と
な
る
。
東
都
大
学
の
駅
伝

＝
Ｉ

み
と
い
う
が
、
こ
の
急
坂
を
往
復

す

る
人
間
の
偉
大
さ
に
敬
意
を
表

す
る
。

宮
の
下
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら

谷

は
ま
た
浅
く
な
る
。
右
左

に
山

山

を
眺
め
な
が
ら

仙

石

原

に
入

る
。
外
輪
山

が
右
手
に
せ
ま
っ
て

き

た
が
、
あ
い
に
く
の
雲
で
頂
上

あ
た
り
が
見
え
な
い
。
晴
れ
て
い

る
な
ら
こ
こ
か
ら
見
え
る
富
士
は

大
し
た
も
の
だ
と
か
。
し
か
し
、

雲

の
下
に
開
け
る
仙
石
の
高
原
は

す

ば
ら
し
い
。
観
光
道
路
の
両
側

に
は
名
も
知
ら
ぬ
湿
原
植
物
が
生

い
茂
り
、
外
輪
山
ま
で
の
広
大
な

高
原
は
緑
の
芝
生
に
お
お
わ
れ
た

ゴ
ル
フ
場
、
そ
の
入
会
金
が
二
十

万
円

と
は
ち
よ
っ
と
う
ら
や
ま
し

い
や
ら
、
ご
せ
や
け
る
や
ら
。
こ
ん

な
に
広
く
て
平
な
の
に
、
畑
に
し

た
ら
何
百
町
歩
に
な
る
か
な
、
な

ど
と
や
っ
ぱ
り

お
里
は
争
え
ぬ
。

芦
の
湖
も
見
え
る
高
台
で
し
ば
ら

く
休
憩
。
仙
石
原
に
向
っ
て

ホ
ー

ス
の
一
斉
放
射
。
雲
は
ま
す
ま
す

低
く
、
富
士
は
見

る
べ
く
も
な
い
。

風
も
大
分
強
く
な
っ
て
き
た
。
遊

覧
船
は
大
丈
夫

か
な
と
気
が
屯
め

る
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。

［
写
真
］
仙
石
原
の
一
行

各
校
の
運
動
会

○
大
木
戸
小
中
学
校
は
九
月
十
五

日
拡
張
さ
れ
た
運
動
場
で
行
５

０

県
北
中
学
校
は
同

じ
く
十
六
日

体
育
発
表
会
の
名
で
新
構
想
に

よ
る

○
藤
田
小
学
校
は
例
に
よ
り
秋
分

の
日（

二
十
四
日
）

○
小
坂
小
学
校
は
九
月
三
十
日

○
大
枝
小
中
学
校
十
月
一
日

○
森
江
野
小
学
校
十
月
六
日

青
少
年
巡
回
文
庫

県

立

図

書

舘

で

は

地

方

の

青

少

年

の

読

書

活

動

を

さ

か

ん

に

す

る

た

め

に

、

各

町

に

巡

回

文

庫

を

ま

わ

す

こ

と

に

し

た

。・

お

が

町

に
・
徭

朗

年

三

月

ま

で

ぎ

で

い

ま

す

が

气

青

年

各

位

は

恥

ち

ろ

ん

・一

般

成

人

の
方
も
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

町内ＰＴＡ

か
け
あ
る
記

五
年
っ

づ
き
の
僵
作
を
告
げ
る
初
秋
の
一
日
、

愛
車
の
ペ
ダ
ル
を
ふ
ん
で
か
け
め
ぐ
る
の
記
で

あ
る
か
ら
、
見

お
と
し
、
聞
き
お
と
し
、
書
き

も
ら
し
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り

し
て
お
き
ま
す

。
　
　
　
　
　

（
Ｓ
生
）

○
藤
田
小
の
卷

三
年
計
画
を
一
年
で

ピ
ア
ノ
購
入
す
る
話

十
六
万
円
の
映
写
譏
に
一
年

が
か
り
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
と

き
五
十
一
万
の
ピ
ア
ノ
を
半
年

で
も
の
に
し
た
の
は
藤
田
小
の

Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
。
三
十
三
年
度
の
卒

業
生
か
ま
い
た
三
万
の
た
ね
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
で
九
万
円
（
三
十

三
年
度
四
万
円
、
三
十
四
年
度

五
万
円
）
三
十
四
年
度
の
卒
業

生
四
万
円
、
特
志
寄
附
十
八
万

円
、
一
般
寄
附
二
十
万
円
と
連

鎖
反

応
的
に
、
出
す
も
出
し
た

り
、
あ
つ
め
る
方
も
達
者
で
あ

る
。
樋
口
会
長
、
古
宮
校
長
共

に
さ
す
が
大
御
所
の
貫
録
十
二

分

と
、
ま
ず
以
っ
て
合
格
点
を

献
上
し
て
小
坂
に
向
う
。

○
小
坂
小
の
巻

砂
漠
の
中
に
オ
ア
シ

ス
を
つ
く
る
話

小
坂
小
の
校
庭
は
広
さ
に
お

い
て
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
が
、

無
味
乾
燥

な
こ
と
に
お
い
て
ま

た
寒
心
さ
せ
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
、
大
枚

六

万
円
を
投

じ
て
雲
梯

、
ジ
ャ
ン

グ
ル
を
設
備
す
る
。
正
に
砂
漠

に
オ
ア
ソ
ス
の
感
あ
り
。
更

に

部
落
郷
倉

を
買
っ
て
燃
料
庫
を

作
る
。
佐
藤
佐
市
会
長
さ
ん
、

構
想
の
豊
か
な
る
泉
の
如
し
と

の
こ
と
、
ま
す
ま
す
自
重
自
愛

さ
れ
た
い
。

○
森
江
野
小
の
巻

人
的
環
境
の
整
備

は

社
会
教
育
の
充
実

に

あ
る
話

松
浦
前
校
長
や
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
は
た
ら
き
、
地
域
社
会

の
絶
対
的
協
力
に
よ
っ
て
、
設

備
面
が
一
応
水
準

に
達
し
て
い

る
た
め
、
鈴
木
新
校
長
や
石
川

。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
学
校
教
育
の
運

営
の
面

に
力
を
注
ぎ
、
特

に
夫

妻
学
級
、
成
人
学
級
、
若
妻
学

級
、
青
年
学
級
な

ど
一
連
の
社

会
学
級
に
す
ば
ら
し
い
実
績
を

あ
げ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
教
育

の
木
質
に
く
い
入
っ
た
と
の
感

を
深
く
す
る
。
今
回
の
映
写
機

購
入

の
口
火
を
き
っ
た
の
も
石

川
会
長
で
あ
っ
た
。
盆
踊
の
改

善
や
校
外
補
導
の
徹
底
な
ど
、

凡
人
の
意
表

に
出
る
こ
と
が
多

卜

○
大
木
戸
小
中
の
巻

よ
だ
れ
が
た
っ
て
た

ま
ら
な
い
話

今
様
弘
法
清
水
の
話
や
、
国

道
工
事
で
思

い
が
け
ぬ
幸
福
が

舞
い
こ

ん
だ
話
は
、
こ
れ
ま
で

た
び
た
び
冰
紙
上
を
に
ぎ
わ
し

た
の
で
、
大
低
た
ね
が
っ
き
た

で
は
な
い
か
と
お
見
舞
に
ま
い

っ
た
っ
も
り
の
記
者
は
、
一
歩

校
門
を
は
い
る
と
自
分
の
眼
を

二
三

べ
ん
こ
す
っ
た
。
ひ
ろ
び

ろ
と
し
た
校
庭
の
一
角
に
ペ
ン

キ
の
色
も
あ
ざ
や
か
な

ジ
ャ
ン

グ
ル
、
ス
ペ
リ
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、

雲
梯
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
寄
附
三
万
五

千
円
が
も
と
に
な
っ
て
出
来
た

も
の
、
玄
関
わ
き
に
は
六
角
形

の
美
し
い
小
鳥
小
屋
、
こ
れ
は

水
道
工
事
請
負
者
山
鉄
工
業
所

の
寄
附
で
時
価
二
万
五
千
円
の

も
の
。
小
鳥
購
入
費
と
し
て
貝

田
果
樹
組
合
（
会

長
松
浦
留
二

郎
氏

）
か
ら
三
千
円
の
寄
附
が

あ
り
、
大
木
戸
全
住
民

か
ら
は

給
水
工
事
費
と
し
て
十
万
円
の

寄
附
が
ま
と
ま
り
、
大
沼
忠
四

郎
氏
か
ら
ま
た
ま
た
ハ
ミ
リ
撮

影
機
及
び
映
写
機
一
式
（

価
格

八
万
八
千
円
）
並
び
に
上
等
座

ぶ
と
ん
二
十
枚
の
寄
附
が
あ
っ

た
と
の
事
、
い
や
は
や

ど
う
も

自
分
の
耳

を
う
た
が
う
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
。
菊
地

校
長
こ
み

上

げ

る

喜

び
を
お
さ
え
な
が

ら
、
こ
の
地
区

の
方
々
の
熱
烈

な
教
育
愛
郷
土
愛
の
精
神
に
こ

た
え
る
た
め
に
、
一
日
も
早
く

運
動
会
で
も
や
り
ま
し
よ
う
と

い
う
。
運
動
会
は
町
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
今
月
の
十
五
日
だ
。

粗
筆
棊
言
お
ゆ
る
し
願
い
ま

す
。
【
写
真
は
大
沼
氏
一

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

（

編

）（

集

）（

後

）（

記

）

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

轌

草

は

う

つ

ち

や

つ

て

お

い

て

も

茂

る

が

、

よ

い

芽

は

手

入

れ

し

な

い

と

し

ぼ

ん

で

し

ま

い

ま

す

。

子

ど

も

は

大

人

の

か

が

み

、

ど

ん

な

あ

と

つ

ぎ

が

ほ

し

い

か

は

自

分

で

見

本

を

示

す

こ

と

で

す

町

民

体

育

大

会

は

郷

土

社

会

の

縮

図

で

す

。

み

ん

な

で

な

ご

や

か

に

や

り

ま

し

よ

う

。

こ

と

し

こ

そ

豊

作

疑

な

七

、

財

布

の

中

も

、

ま

た

心

の

中

も

豊

か

に

な

る

よ

う

祈

り

ま

す

。

結

核

撲

滅

い

ま

Ｉ

い

き

、

他

の

病

気

屯

な

く

す

る

よ

う

努

め

ま

し

よ

う

Ｏ

世

間

は

広

い

。

大

い

に

見

た

り

き

い

た

り

し

て

知

性

を

高

め

ま

し

よ

う

Ｏ
　
　
　
　
　

・
　
　
　

。
『

念

願

の

映

写

機

。

見

せ

物

や

籬

り

物

で

は

な

い

。

使

い

よ

う

で

効

果

は

い

ろ

い

ろ

で

す

。

。

・

社

会

保

障

制

度

一

歩

前

進

、
皆

さ

ま

ど

う

ぞ

長

生

き

し

て

下

さ

い

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
　
一
一

「

く

に

み

」
は

毎

月

十

五

日

。定

期

発

行

で
。す

。

お

ぐ

れ

ぬ

よ

’う

配

布

し

て

下

さ

い

。
≒

⊃
　

≒

○

お
△
と

し

よ

叺

を

大
・
齎
几
に
万
い
｛
た

し

ま

し

よ

フゝ
…
…
…
…
…
…
常

時

と

し

よ
・
リ

の

日

人

生

学

校

目
玉

を

み

が
こ
う

春

日

佐

幸

あ
れ
ら

は
尊
い
存
在
だ

み

な
万
物
の
霊
長

だ

八
犬
伝
で
は
な
い
け
れ
ど

だ
れ
も
が
玉

だ
と
い
う
べ
き
だ

酔
生
夢
死
の
日
を
送
り

動
物
的
な
本
能

の

し
げ
き
に
生
き
て
ゆ
く
な
ら
ば

け
も
の
と
同
じ
わ
け
な
ん
だ

に

か
ら
わ
れ
ら
は
日
常
を

．人
生
修
行
の
場
所
と
し
て

だ
え
ず
お
の
れ
を
み
が
き
あ
げ

澄
Ｉ
心
だ
頭
脳
や
目
の
玉
を

た
だ
し
べ
そ
な
え
て
い
た
い
の

だ

卜
　

゛
　

コ

あ
た
ま
が
す
ん
で
い
な
い
な
ら

ど
う
し
て
道
理
を
考
え
る

そ
の
目
が
く
も
っ

て
い
る
な
ら

ばど
う
し
て
真
理
が
み
え
よ
う
か

竜
を
え

が
い
た
場
合
で
も

仏
を
つ
く
っ
た
場
合
で
も

そ
の
隕
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

が一
ば
ん
大
事
な
こ
と
な
ん
だ

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
画
竜
点

ぜ
い
と
か
開
眼
で
あ
る

だ
か
ら
古
人
も
こ
の
こ
と
を

か
た
り
伝
え
て
き
た
わ
け
だ

つ
ま
り
人
生
修
行
と
は

．

す
ぐ
れ
た
人
の
考
え
や

す
ぐ
れ
た
人
の
行
い
を

学

ん
で
そ
れ
を
体
験
し
　

厂

実
行
す
る
と
い
う
こ
と
だ

と

に

か

く

ふ

し

ぎ

縁

に

よ

り

人

と

生

れ

て

き

た

か

ら

は

尊

い

人

生

学

校

の
　
　
　
　

へ

修

行

の

考

１

も
・
が

あ

る

べ

き

だ

．
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